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COMSOL Multiphysics 4.4を起動中 

 

初期画面 

「モデルウィザード」を選択 

 



 

3Dを選択 

 

 

構造力学の「膜(mem)」を選択して「追加」 

続いて「スタディ」を選択 

 



 

「固有周波数」を選択して「完了」 

 

 

「ジオメトリ」を右クリックしてメニューを出して，「ワークプレーン」を選択。 

 



 

「平面ジオメトリ」を右クリックしてメニューを出し，「円」を選択。 

 

 

「半径」に適当な値（0.2～1m程度）を入力して「すべて作成」を選択。 

 



 

円が描画できたことを確認してから「材料」を右クリックしてメニューを出し，「材料を追

加」を選択。 

 

 

「標準材料ライブラリ」などの中から適当な（膜として良さそうな）材料を選択。 

（良さそうなものを自分で考えること） 

「コンポーネントに追加」を選択。 



「材料を追加」の小さなウィンドウは閉じてよい。 

 

 

「膜(mem)」を右クリックしてメニューを出し，「固定拘束」を選択。 

 

 

「全エッジ」を選択して，膜の円周部すべてを「固定」境界条件にする。 

 



 

「線形弾性材料１」を右クリックしてメニューを出し，「初期ひずみおよび応力」を選択。 

「初期面内応力」の対角成分に適当な値を入力。例えば 100～1000 N/m 程度など。 

 

 

「メッシュ 1」を右クリックしてメニューを出し，」を「その他の操作」から「フリーメッ

シュ３角形」を選択。 

 



 

「ジオメトリックエンティティレベル」を「全体ジオメトリ」に設定。 

すぐ上にある「全て作成」をクリック。 

 

 

デフォルトでは少々分割が粗いので，「メッシュ１」の中の「サイズ」を選択して，要素サ

イズの「既定」の欄を「より細かい」に変更して，再度「全て作成」を選択。 

 



 

「スタディ１」の「ステップ１：固有周波数」を選択し，必要なモード数を 20程度に設定。 

左上にある「計算」ボタンを押して，計算を実行。 

 

 

計算がうまく完了すると上のように固有周波数とモード形状が表示される。 

固有周波数を選択して「グラフィックス画面表示」を押すと，表示される固有モードを変更

することができる。 



 

 

「画面スナップショットボタン」を押すと，グラフィックス画面をクリップボードにコピー

したり，画像ファイルとして保存したりすることができる。 

 

 

「ファイル」タブの「保存」メニューなどを使用して解析ファイルを保存しておくこと。 

保存したファイルを開けば，保存した時点から作業を再開できる。 


